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月
 

牛
 

'J
 

相
 

昭
 

市
 

像
 
算
 

額
 

去
る
臨
時
議
会
で
、
今
年
度
の

一
般
会
計
予
算
が
更
 

・
 

生
の
結
果
左
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。
 

一
 
。
」
億
八
千
大
百
五
十
二
万
一
千
三
百
十
九
円
 

一
 一

 
議

員
 
の
 
報
酬
 

一
 
去
る
臨
時
議
会
に
於
て
、
‘
市議
会
議
員
の
報
酬
が
左
 

一
 
卵
 
糾
鑓
“
 

「
弾
8
8
"
 

（月
 
額

）
 I 

単
独
雇
傭
移
民
に
合
格
し
た
、
 
三

当
市
旧
栄
村
出
身
の
木
村
哲
造
 
四

さ
ん
は
、
去
る
十
「
月
三
十
日
 
五

本
県
合
格
者
五
名
と
共
に
、
神
 
大

戸
港
か
ら
ア
メ
・
カ
丸
で
目
的
 
七

地
プ
？
ジ
ル
国
サ
ン
パ
ウ
ロ
洲
 
八

に
雄
躍
出
発
し
た
旨
、
こ
の
程
 
九
 

外
崎
市
長
さ
ん
に
お
知
ら
せ
が
 
＋
 
月
 

あ
り
ま
し
た
。
 

十

一
月
 

市
民
の
皆
様
と
木
村
さ
ん
の
 
＋
一一月
 

御
成
功
を
お
祈
り
致
し
ま
し
よ
 

計
 

一
二
O
 
一
一
九
 

住
民
登
録

は
 

慶
良
職
員
表

彰
 

十
西
日
以
J内
に
 

外
崎
市
長
就
任
と
同
時
に
開
 

今
春
四
月
に
小
学
校
へ
入
学

設
し
た
親
切
案
内
係
は
、
 
般
 
す
る
児
童
は
、
昭
和
ニ
十
四
年

市
民
か
ら
高
評
を
拍
L
、
全
係
 
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
五
年

主
任
だ
つ
た
山
谷
忠
蔵
氏
及
び
 
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
れ
た

全
係
白
戸
江
技
さ
ん
、
使
丁
寺
 
子
供
さ
ん
で
す
。
 

田
惣
吉
さ
ん
の
三
名
が
一
月
一
 
こ
れ

等
の
入
学
児
童
の
調
査

日
附
で
優
良
職
員
と
し
て
裏
彰
 
及
び
送
付
等
す
ぺ
て
は
 
『住
民

さ
れ
記
念
品
を
贈
ら
れ
た
。
 

登
録
』
 に
よ
つ
て
行
い
ま
す
の
 

i
 
ー
 
で
、

最
近
住
所
を
変
え
た
り
又

一
 
び

舟
戴
一
一
一

心
 
は
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
一

旧
五
所
川
原
町
に
於
け
る
昨
 
た
方
は
住
民
登
録
の
届
出
を
忘

年
中
の
、
婚
姻
及
び
離
婚
の
件
 
れ
ぬ
よ
う
お
早
く
届
出
下
さ
い

数
は
左
の
通
り
で
、
各
支
所
は
 
一
、
転
入
届
 

月
平
均
二
、
三
件
と
な
つ
て
い
 
他

の
市
町
村
か
ち
五
所
川
原

る
ユ

P
籍
係
取
扱
件
数
〕
 
市

へ
住
所
を
移
し
た
場
合
 

月
別
 
婚

姻
 

離
婚
 
一
、
転
居
届
 

月
 
一
四
 

四
 

五
所
川
原
市
内
で
住
所
を
移
 

月
 
一
五
 

五
 
し

た
場
合
 

一
六

一
五
 

一
 
一
 
 。
 

二 九 九 ニニ 
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二
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一
大
 

三
五
 

二
 

月
 

月
 

月
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月 月 月 月 

庶
民
の

金

融
機

開
』
 

市
営

公

益
質
屋

設
置
 

雌
 

3
B
6
 
る
轟
業
経
包
の
実
態
を
あ
り
の
 
に
は
、
遅
く
と
も
 
月
二
十
五
 

正
し
 
申
告
し
て
下
さ
る
よ
 
ある
に
も
か
・
わ
ら
ず
、
 一
月
 

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
0
 

二
十
五
日
ご
ろ
ま
で
に
入
学
通
 

.i
i
i三
三
て
―
二
I
i．●
 
印
書
が
届
か
な
い

よ
、
zな
こ
と

胃

‘A
山
子
」
n
血
里
［
」
 
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
恐
入
り
ま
 

鷺

す
う
予
役
一
一
育

貫
検
査
 

こ
の
子
供
さ
ん
達
の
保
護
者
 

昏
屋
事
業
相
跡
ー
‘

ニ
 年
、婦
陰
浮
碑
逢

ゆ
し
上
准

沈
 
ー
…
 
ー
あ
り浮

「
ー
ー
 
ー
 ー
目
け
m

、嘱
唯
浅
曜
賠
」
田
罵
渡
次
市
横
利
他
滴
 
潟
「
戸
鐸
准
 
旧
常
 

市
営
公
益
質
屋
事
業
経
理
の
「
皆
様
方
の
御
協
カ
を
得
て
施
行
 
日
常
の
生
活
を
通
じ
て
其
の
主
 
と
申
し
ま
す
と
、
例
へ
ぱ
、
国
 
謝
に
堪
え
な
い
と
に
ち
ユ
あ
り
 

棄
槽
の
な
い
 「
公
明
選
拳
」

？
位
に
は
何
卒御
協
力
下
さ
れ
ま
 

重
，

i
是
ク

（
 
公
明
選
挙
運
動
の
記
念
行
事
を
 
と
共
に
「
公
明
選
挙
運
動
」
を
 
ー
タ
に
効
果
が
あ
が
ら
な
い
か
 
推
進
に
御
協
力
下
さ
れ
陣
喝
臨
し

て
や
み
ま
せ
ん
。
 

か
け
て
止
み
ま
せ
ん
。
市
民
各
 

認
加
蹴
の
俸
託
鮎
郵
膿
線
舞
転
篇
緯
踏
誇
濃

一m
詰
輪
露
蘇

偏
）
讐
器
繊
課
認
器
縛

」
蕗
管
ょ
う念
顎」
議輪
浮
晦
」
露
 

た
い
の
で
ナ
。
 

に
も
無
関
心
で
あ
る
と
か
、
選
 
太
年

は
大
月
参
議
院
議
員
、
 
と
な
り
、
財
政
に
厚
生
に
教
育

吾
が
国
に
於
て
は
、
従
来
か
 
挙
の
重
大
性
に
対
し
て
昭
議
が
 
十
月
県
教
育
委
負
の
コ
大
選
挙
 
に
建
設
に
、
農
業
、
商
工
振
興

ら
選
挙
の
度
毎
に

「
選
挙
粛
正
 
な
い
と
か
、
こ
れ
に
は
色

A
な
 
が
施
行
され
る
子
定
で
あ
り
ま
 
に
現
わ
れ
、
市
が
、
県
が
、
国
 

」
 
「
公明
選
挙
」
等
が
叫
ば
れ
 
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

す
。
良
い
政
治
に
ょ
り
、
憲
法
 
が
隆
盛
と
な
り
、
真
の
文
化
国

な
が
ら
未
だ
理
想
選
挙
の
域
に
 
幸

い
、
当
委
員
会
地
区
の
婦
 
に
保障
さ
れ
て
あ
る
よ
り
高
い
 
家
の
建
設
が
初
め
て
出
来
得
る

達
し
な
い
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
 
人
、青
年
層
が
逸
早
く
一
」れ
に
 
国民
生
活
が
出
来
ま
す
ょ
う
、
 
の
で
あ
り
ま
す
。
 

》
）
 
の
結
果
は
、
国
の
政
治
が
立
派
 
す
様
重
れ
七
お
願
い
致
し
ま
す
 

五
所
川
原
市
営
公
益
質
屋
設

置
に
関
し
て
は
、
先
月
の
定
例

議
会
に
於
て
一
時
保
雷
と
な
つ

た
が
、
現
下
の
経
済
状
勢
並
に

市
民
の
生
活
状
況
を
見
た
場
合

こ
れ
が
早
急
に
設
置
す
べ
き
で

あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
の
で

去
る
十
一
日
緊
急
臨
時
市
議
会

が
召
集
さ
れ
左
の
通
り
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。
 

⑨

五
所
川

原
市
管

公
谷
 

質

屋
設
置

燦
例
 

制
定
に
開
す

る
件

市
営
公
益
質
屋
を
五
所
川
原

市
宇
旭
町
五
十
八
番
の
八
号
に

開
設
す
る
 
市

役
所
裏
元
成

田
質
店
 

⑨

五
所

川
原
市

脅
公
徒
 

質

屋

篠
例
制

定
の

件

の
貸
付
の
対
象
者
は
本
市
在
住

者
及
び
本
市
に
事
務
所
を
有
す

る
通
勤
者
 

②
質
物
は
市
長
が
適
当
に
し
て

確
実
と
認
む
る
衣
類
其
の
他
の

動
産
に
限
る
 

⑤
貸
付
金
額
は
質
物
の
評
価
額

の
十
分
の
七
以
下
と
し

一
世
帯

五
千
円
以
内
と
す
る
 

⑨
貸
付
利
息
は
ー
ゲ
月
三
分

⑤
流
質
期
限
は
四
ケ
月
 

⑨

五
所

川

原
市

菅
公

益

質

屋

貸
付
資
金
 

篠
例

制

定
の
件

こ
の
資
金
は
百
五
十
大
万
円

以
内
で
公
益
質
屋
貸
付
金
に
充
 

て
る
 

回
五
所

川
原
市
管
公

益

質
屋
店
舗
買
牧
の

件
 

左
記
物
件
を
買
収
 

一
、
契
約
金
額
 

二
百
五
十
五
万
円
也
 

1
、
土
地
 
四
ト
ーー
坪
 

2
、
土
地
 

三
坪
五
合
 

3
、
木
造
亜
鉛
メ
ツ
キ
網
板

葺
一
一階
建
 
二
十
坪
七
合
五
勺
 

4
、
 コ
 
ンク
・
ー
ト
プ
ロ
ツ

ク
組
積
造
倉
章

一
棟
 
四
坪
 

5
、
電
話
 

一
 

6
、
浴
室
 

一
 

7
、
質
物
 

現
在
入
質
物
は
八
十
万
円
で

あ
り
、
調
査
の
結
果
に
お
い
て

前
記
価
格
に
満
た
な
い
と
き
は

そ
の
満
た
な
い
額
は
、
契
約
金

額
か
ら
差
引
く
も
の
と
す
る
？

但
し
前
記
価
格
を
上
廻
る
額
と

な
つ
て
も
、
甲
は
乙
に
対
し
て

追
加
請
求
し
な
い
も
の
と
す
る

⑨
昭
和

三
十

年
度

五
所

川

原
市

管
公

猛
質

屋
特

別
曾
計

歳
入

歳
出

像

算
 

一
、
歳
入
の
部
 

内
 
訳
 

1
、
貸
付
金
収
入
 
百
万
円
 

2
、
利
子
 
十

一
万
五
千
円
 

3
、
国
庫
補
助
金
四
＋
五
万
円
 

青
森
県
統
計
調
査
条
例
に
基

き
、
来
る
一
一月
一
日
現
在
を
も

つ
て
、
県
下

一
せ
い
に
農
業
基

本
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

と
の
調
査
の
対
象
と
な
る
も

の
は
、
経
営
耕
地
面
積
一
反
歩

以
上
を
耕
作
す
る
い
わ
ゆ
る
一

般
農
家
と
、
学
校
と
か
組
合
又

は
そ
の
他
の
団
体
で
あ
り
ま
す

調
査
項
目
は
 

1
、
人
口
、
世
帯
数
 

2
、
出
嫁
や
専
業
兼
業
の
別
 

3
、
経
営
耕
地
面
積
 

4
、
米
唾
、
豆
類
、
疏
菜
、
り

ん
ご
な
ど
の
作
付
面
積
及
び
収

衝
高
 

了
、
そ
の
他
家
畜
飼
養
頭
数
、
 
 

刷
 

1
、
公
益
質
屋
費
 

八
万
九
千
四
百
円
 

（職
員
給
、
諸
手
当
、
旅
費
 

需
用
費
）
 

2
、
諸
費
 
八
千
五
百
四
十
円
 

動
力
農
機
具
の
台
数
な
ど
詳
細

に
亘
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
本
市
に
と
つ

て
合
併
後
初
め
て
の
調
査
で
、
 

こ
れ
に
よ
り
新
市
の
農
業
経
営

全
般
の
実
態
が
線
合
的
に
初
め

て
明
ら
か
に
な
る
重
要
な
調
査

で
、
新
市
の
農
業
振
興
五
ケ
年

計
画
の
実
施
に
伴
い
こ
の
調
査

の
行
政
上
占
め
る
地
位
は
き
わ

め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
 

一
月
末
日
ま
で
に
、
各
地
区

の
調
査
員
か
ら
世
帯
ご
と
に
調

査
栗
が
配
布
さ
れ
ま
す
か
ら
、
 

不
明
な
点
は
よ
く
調
査
員
に
た

づ
ね
て
、
過
去

ー
ケ
年
に
お
け
 
 

開
さ
わ
た
、
世
帯
更
生
運
動
は

当
市
に
於
て
も
、
‘
各
位の
適
切

な
指
導
の
下
に
着

A
ン
議
化
さ

れ
つ
・
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
運

動
は
社
会
的
に
も
大
き
な
意
味

を
も
ち
、
又
 
一
般
か
ら期
待
が

か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
去
る

一
月
十
三
、
四
巳
の
中
け
聞
い

‘
 

五
所
川
原
市
公
民
舘
に
於
て
、
 

民
生
委
員
研
究
協
最
会
が
開
催

さ
れ
、
左
記
議
馴
に
っ
い
て
熱
 

心
に
協
議
さ
れ
た
 

‘
 

1
、
委
員
は
常
に
ど
ん
な
態
度
 

で
あ
る
べ
き
か
、
 

2
、
受
持
地
区
を
ど
ん
な
気
持
 

で
担
当
し
て
い
る
か
、
 

3
、
地
区
の
実
情
は
ど
の
よ
・
j
 

に
し
て
知
つ
て
い
る
か
。
 

4
、
委
員
活
動
の
対
象
は
ど
ん
 

な
人

A
で
あ
る
か
。
 

5
、
自
分
た
ち
の
地
区
に
は
ど
 

一
に
”
”""
"”
に
に”
”
“
に
”
”
】
一
【【
【
 
 

6
、
そ
の
対
象
者
を
ど
の
上
う

に
し
て
選
定
し
、
そ
し
で
こ
れ

を
援
け
、
更
生
さ
せ
、
問
題
を

解
決
し
て
い
る
か
。
 

7
、
右
の
た
め
に
は
委
員
全
体

が
ど
ん
な
風
に
や
つ
て
い
つ
た

ら
よ
い
か
。
 

8
、
結
局
地
区
全
体
と
委
員
が

び
つ
ち
り
結
び
つ
く
た
め
に
は

と

ん
な
気
持
で
又
ど
の
よ
（
に

や
つ
て
ゆ
く
か
。
 

9
、
世
帯
更
生
運
動
推
進
方
法

を
ど
の
よ
う
に
決
め
ど
の
よ
う

に
実
施
し
た
か
。
 

木
村
哲

造
さ
ん
 

・

ブ

ラ

ジ
ル
へ

出

駿
 

日
本
海
外
移
住
協
会
及
び
県

海
外
移
住
協
会
で
募
集
中
の
．
 

第
三
次
南
米
ュ
チ
ァ
産
業
組
合
 

一
、
変
更
届
 

世
帯
主
が
変
つ
た
場
合
、
そ

の
他
世
帯
内
に
変
更
が
有
つ
た

場
合
 

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
市

役
所
の
戸
覇
住
民
登
録
係
へ
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

火
の
用
心
 

火
災
像
防

の
徹

底

に
つ
い

て
 

火
災
像
防
に
つ

い
て
は
充
分
留

意
き
れ
て
居

る
こ
と
と
思

5
が
、
 次
に
消
防
法
等
に

よ
る
火

災
像
防
闘
係
に
つ

い
て
申
上
げ
る

と
。
 

滑
防
法
第
三

篠
に
 
「消
防
長
又

は
消
防
署
長

は
屋
外
に
お
い
て

火
災

の
像
防
に
危
険

で
あ
る

と
認

め
る
行
馬
者
、
 
又
は
消
防
の
活

動
に
支
障

に
な
る
と
認

め
る
物
件
の
所

有
者
に
封
し

て
左

の
各
号
に

掲
げ
る
必

要
な
措
置
を
と

る
．へ
●
こ

と
を
命

ず
る
こ
と
が

で
●
る
」
 

火
遊
び
喫
煙
、

た
き
火
の

禁
止

若
し
く
 

は
制
眼
又
は
た
●
火

の
場
合

の
消
火
準
備
 

費
火
、

取
灰

又
は
火

粉
刀
始
末
 

放
置
せ
ら

れ
た
危
険
物
そ
の

他
の

燃
焼

の
虞

の
あ
る
物
件
の

慮
理
 

み
だ
り

に
存
置

又
は
放

置
せ
ら
れ
た
物

件
の
整
理
移
動
又

は
撤
去
 

又
全
第

五
像
に
 
「
消
防
長

又
は
消
防
署
長
は

防
火
封
象
物

D
位
置
、

構
造
、
設
備
又
は
管
理

の
状
況
に
つ
い
て
、

火
災
の

像
防
上

必
要
が
あ

る
と
認

め
る
場
合

又
は
火
災
が

登
生
し

た
な
ら

ば
、

人
命

に
危
険

で
あ

る
と
認
め
る
場
合

に
は

檀
利

を
有
‘

る
開
係

者
に
封
し
、

当
該

防
火
封
r
 

象
物
。
改
修
、
移
樽
、

除
去
、

吏
用

の
禁
止
へ

停
止

若
し
く
は
訓

限
、

工
事
の
停
止
若
し
く
ば

中
止
を
命
か

る
こ
と
が

で
き
る
」
と
規

定
さ
れ

て
居

b
、
そ

の
理
由
は

火
事

は
一
寸

の
油
断
か

ら
起

き
る
。
 

い
や
し
く
も
量

外
で
駿
火
の
危

険
で
あ
る
も

の
は
こ

れ
を
除
去
し

て
社
曾

公
共
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 又
消
防
活

動
上
阻

害
な
も
の

は
整
理
し

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
、
常
識

か
ら
し

て
目
に
余
る
よ
う
な
も
の
・
は命
令
権
を
以

つ
て

措
遣

と
と
る
こ
と
に

な
つ
て

居
る
の

で
す
。
 

又
火
災

像
防
に

つ
い
て
は
火

事
を
超
さ
な
い

よ
5
に
し
、
起
き
た
場
合
に
燃
え
膚

が
ら
な
い

よ
5
に
し
す
ぐ
消
せ

る
よ
5
に
し
、
 人
が
死
傷

し
な
い

よ
5
に
す
る
に

は
、
園
民
の

義
務
で
自

騒
的
に
そ

の
義
務

を
逮
行
し
な
け
れ

ば

な
ら

な
い
が
、

中
に
は

他
人
へ

の
迷
惑
も
平
気
で
寧

ろ
危
険
な
状
態
の

ま

、
で
お
る
の
も
あ

る
の
で

こ
れ
ら
に
は
強
制
的
に

で
も
買
行
し

な
け
れ
ば

な
ら
な
い

の
で
す
。
 

夫
に
家

庭
の
火

災
像

防
に
つ

い
は
特
に
左
記

事
項

k
充
分
守
り
、

火
災
を
未
然
に

防
止
す
る
 

よ
う
努
め
て
下

さ
い
。
 

ー
『
 

似
下

次

号
 

麟
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市
民
生
研
究
協
議
曾
 

昨
年
十
二
月
全
国
一
斉
に
展
 
んな
対
象
の
も
の
が
多
い
か
。
 

市
民
が
挙
っ
て
 

公
 
明
 

選
 
挙
 

へ
 

＠

五
所

川
原
市

晋

公
盆
 
昭
和
三
十
年

は
普
通
三
十
周
 
し
た
こ
と
を
衷
心
よ
り
感
謝
申
 

（
倉庫
建
設
補
助
金
マ
 

（
研
修
費
、負
担
金
）
 

4
、
繰
入
金
 

5
、
貸
付
金
 
百
五
十
大
万
円

百
五
十
九
万
一
一千
九
百
四
十
円
 
4
、
施
設
設
置
費
 

（
一
般
会
計
か
ら
ン
 

ニ
百
七
十
万
円
 

5
、
市
債
 

百
三
十
万
円
 
（

既
設
建
物
土
地
買
収
費
、
 

（運
転
資
金
）
 

倉
庫
新
築
費
）
 

二
、
歳
出
の
部
 
九
百

四
十
円
 

内
 
訳
 

差
引
残
額
な
し
 

ー
ー
 

A◆
v且
◆
申ー
ー
 
ー
 

合
併

後

初
の
農
村

調
査
 

市
民
の
御

協

力
を

望
む
 

め
特
別
会
計
を
設
置
す
る
 
致
し

多
大
の
成
果
を
挙
げ
得
ま
 
旨
徹
底
に
嘉
進
致
し
て
も
ら
い
 
民
が
政治
に
対
し
て
、
お
ま
り
 
ます
。
 

印
 

臓

ー
り
柔
I
ー
 

ま
，
記
入
し
て
下
さ
い
。
 

日
ご
ろ
ま
で
に
、
入
学
通
知
書
 

鷲
麟
獄「
難
難翫
鷲
難
鷲
鱗
 

五
“
日
 
医
切
混
球
 

て
作
ら
九
ま
す
o
 

り
し
て
お
届
け
し
か
ね
る
方
も
 

肩
 
市
。
続

浩
 
引

割

曇
業基
本
調
査の
意
でて
くる
こ
とと
思わ
れ
ます
 

”
 
人

出
死
 
義
釦
影
賢
」
一加
鉛

モ
こ
で
、右の
新
入学
児童
が
 

計

四
百四
『
五筋
群

十
円
”
、「
醸
十
五万
携
円
ー
 
世

帯
の
更
生

を
計
る
 



0年（寛政I2茸篇 
異 

世
帯
更
生

運
動

と
 

住
み
ょ
 い
郷
土
 

靖
国
神
社
奉
賛
会
が
結
成
さ
れ

全
国
よ
り
四
手
を
通
じ
て
参
拝

の
遺
家
族
、
崇
敬
者
に
対
し
祭

典
執
行
及
接
遇
に
関
す
る
諸
施

一証
を
整
備
し
、
併
せ
て
戦
災
を

葉
り
類
焼
荒
裂
し
て
い
る
神
城

を
復
旧
し
、
以
つ
て
永
世
に
亘

り
殉
国
の
忠
豊
を
奉
斉
す
る
に

適
は
し
い
 
「国
民
の
神
社
」
 と

し
て
の
基
硬
を
確
立
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

由
来
靖
国
神
社
は
他
社
と
異
 

す
o
 

り
、
ま
た
製
造
品
を
業
務
用
（
 

製
造
品
を
、
そ
の
場
所
で
直
 
業
者
、
工
場
、
官
会
署
、
学
校

接
家
庭
消
費
者
に
小
売
す
る
場
 
病
院
、料
理
店
、
組
合
等
）
に

合
は
調
査
の
対
象
に
な
り
ま
せ
 
販
売
され
て
い
る
場
合
は
製
造

ん
が
、
製
造
す
る
揚
所
と
小
売
 
卸
売業
と
な
り
調
査
の
対
し
よ

す
る
場
所
が
別
に
な
つ
て
い
た
 
『
とな
り
ま
す
。
 

靖
勤
稗
吐
奉
賛
会
 

 
 
五

所
川
原

支
部

結
成
 

み

な
さ

ん
の

御
協

力

を
望
ひ
 

終
戦
を
契
機
と
し
て
国
の
所
 
り
、
そ
の
御
祭
神
総
て
が
、
皆

管
を
雄
れ
た
、
靖
国
神
社
は
、
 
吾
々
の
肉
身
、
朋
友
、
知
巳
，
 

今
月
一
九
八
万
柱
に
又
ぶ
合
紀
 
郷
友
の
方
●
で
あ
り
国
民
各
位

祭
神
に
伴
う
諸
祭
儀
を
国
民
の
 
に
と
つ
て
も
夫
A
深
い
関
係
の

巣
敬
の
誠
で
濡
り
な
く
執
り
行
 
あ
る
御
社
で
あ
り
ま
す
。
 

ひ
つ
・
あ
る
が
一
今
回
更
に
、
 

姓
に
国
民
同
胞
挙
つ
て
、
い
 

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
で

あ
り
ま
す
の
で
、
市
公
民
舘
連

絡
協
麟
会
が
主
催
と
な
り
、
当

日
午
前
十
時
か
ら
五
所
川
原
公

民
舘
で
盛
大
な
成
人
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
 

若
人
の
門
出
を
祝
福
 

十
五
日
は
 
「成
人

の
日
」
 

さ
、
か
な
り
と
も
進
ん
で
、
奉

賛
護
持
の
実
を
準
げ
殉
国
の
忠

霊
を
顕
彰
率
慰
の
誠
を
捧
げ
併

せ
て
祖
国
に
肉
身
を
捧
げ
ら
れ

た
、
八
百
万
遺
族
を
お
慰
め
申

し
上
げ
祖
国
再
出
発
の
途
上
に

当
り
意
義
深
き
御
奉
仕
を
い
た
 

L
た
く
、
当
市
に
お
い
て
も
，
 

近
く
奉
賛
会
支
部
を
結
成
し
、
 

毎
戸
に
御
協
カ
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
何
分

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
ろ
こ
び
を
迎
え
た
市

内
の
若
人
達
は
昭
和
十
年
一
月

十
大
日
か
ら
翌
年

一
月
十
五
日

ま
で
に
生
れ
た
左
の
八
〇
八
名

で
、
赤
飯
、
記
念
品
等
を
贈
ら

れ
て
お
祝
さ
れ
ま
し
た
。
 

0明治五年（ー八七二年）明治時代 

陸軍省、海軍省が出来，徴兵令が公布されまし 

た,又，太陽歴を用いるようになりました。 

0明治十七年（一八八四年） 

開国してから三十年‘このころ西洋文化が多く 

取り入れられ、洋服が流行し始め、 プンュが盛ん 

になりました。 

”
五
所
鵠

、
雇競

（I
」
に
引
瞬
り
己）
」
り
G

耗
ノ‘(

‘一
 

α
「
コE
剃
山
 

、
ニ
相
七
冷
 
《
 

α
長
 
（
橋
 
、

ー
ョ
．
各
 
《
 

和
子
、
斉
藤
宜
久
、
杉
山
八
寿
 

前
田
置

一
（3
)
 

圏
圏
眼
．
凧
雪
田
．
 
1
2
 

m
 

」L ノフI ノ‘ I ir. IJJ 

0寛政 f七二年（一八〇0年）江戸時代 

伊能忠敬はュゾ地北海道を，始めて測量しまし 

た，後女化＋一年大日本粉海興地全国を完成しま 

したっ 

◇
飯
 
詰
 

一
一
C
名
 
！
 

総
 
鳴
 
歌
「
一
 

◇
三
 
好
 

七
七
名
 
（
 

。
毘、
門
 
八
魅
「
一
 

尚
、
式
終
了
后
左
の
リ
ク
リ
ェ
ー
”
 

具
」
建
遣
註
虻
一
 

演
 
3
、
各
地
区
有
志
公
演
 

w
 

4
、
文
化
映
画
 

』
 

圏
圏
圏
圏
圏
圏
圏
圏
 
中
 

昌
鵠
知
総

”
 

鷺
？鮮
券
振
細
 

聖
翻
●
亜
田
圏
圏
田
 
中
 
．
 

O
よ
ろ
こ
び
の
部

（
出生
）
 

。
誘
醸
知
部
（
出生
）
 

一
 

」

一
一
一
一」
（
一
一
 
 
一
 

栄
 

m
 

山
田
題
治
、
叱

P
秀
美
 

一
 

一
一
一
一
一
」

一
一一
一一
 
 
一
 

飯
 
詰
 

！
 

勃
義
ザ
器
夢
議
一
 

彦
、
木
村
栄
子
、
鳴
海
文
子
，
 
一
 

高
橋
博
行
 

】
 

中
 
川
 

”
 

伊
藤
正
栄
、
外
崎
幸
治
、
岡
田
 
w
 

力
、
舘
山
友
比
古
、
秋
田
武
彦
 
w
 

外
崎
睦
 

，
 

三
 
好
 
！

成
田
彦
次
郎
、
渋
谷
祥
子
、
木
 
【
 

響
夢
話
議
黒
唱

一

議
警
瓢
馨
嘩
、高
橋
一
 

0嘉永元年（一八四八年）江戸時代 

競農農欝駕競報静誤熱警 
0万延元年（ー八大e年）江戸時代 

開国，嬢夷と国内は乱れ、前年，吉田松陰，橋 

本左門等憂国の志士を罰した（安政の大獄）幕府 

の大老井伊直輔は、水戸の志士達,こ桜田門の外で 

幕府の政治は益A 乱れて七年后には遂に倒れ‘ 

十五代将軍徳川慶喜は明治天皇に大政をお返しし 

五
所
川
原
 

り
 

舞
一一
鷲嬢
一
 

」
簿
難一
 

鵜
贈
稽
 

鰻
繁
誓
 

一
 

H
み
心
地
の
悪
い
と
い
う
事

に
色
4
の
条
件
が
あ
る
様
に
、
 

住
み
よ
い
と
い
う
事
に
も
、
そ

の
人
々
に
よ
つ
て
色
A
の
条
件

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
、胃
わ
ん

と
す
る
事
は
、
働
く
意
欲
さ
え

あ
れ
ぱ
最
低
の
女
化
的
な
生
活

が
誰
れ
に
で
も
出
来
る
程
度
に

し
て
考
え
て
見
た
い
。
 

夢
を
画
い
て
欲
を
甘
う
な
ら

ば
、
最
業
生
産
の
地
域
で
は
、
 

農
業
が
科
学
的
な
近
代
最
業
経

営
の
形
に
革
新
さ
れ
、
商
工
業

地
帯
が
ォ
1
ト
メ
ー
》
■
ン
時
 

痛
・
感
 

法
律
で
は
、
福
祉
三
法
に
よ

つ
て
困
窮
者
の
救
護
を
す
る
様

定
め
ら
れ
て
は
居
り
ま
す
け
れ

共
、
こ
れ
と
て
無
制
限
に
山
来

る
事
で
は
な
い
ば
か
り
か
、
単

に
救
う
だ
け
で
あ
つ
て
、
こ
れ

か
ら
今

一
歩
進
ん
で
貧
乏
を
防

く
と
い
う
事
に
重
点
が
置
か
れ

な
け
れ
ば
健
全
な
福
祉
社
会
の

建
設
が
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま

す
が
、
此
点
に
な
る
と
、
母
子

等
に
対
す
る
貸
付
と
い
う
法
律

か
あ
る
だ
け
で
、
政
治
の
貧
困

か
痛
感
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
．
 

最
近
、
福
祉
事
業
団
体
で
世
帯

更
生
運
動
と
い
5
も
の
を
取
り

上
げ
て
、
本
県
社
会
福
祉
協
議

会
で
、
今
年
度
儀
か
一
一
百万
円

で
は
あ
る
が
更
生
資
金
と
い
う

も
の
を
出
す
亭
に
な
つ
た
の
で

ロ
 
あ
り
ま
す
。
 

,)
 
今
か
り
に
、
県
下
ハ
万
世
帯

と
い
わ
れ
る
生
活
保
護
者
の
中

月
  

あ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
一
世
帯

の
一
割
が
更
生
す
る
可
能
性
が

五
万
円
の
更
生
資
金
を
貸
付
け

牛
  

る
場
合
は
四
億
円
を
必
要
と
す

る
の
に
備
か
に
ニ
百
万
円
と
い
 

5
鍬
字
は
雀
の
涙
よ
り
も
小
さ

‘。
 

い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

和
 

一
歩
前
進
し

た
 

略
 

世
櫓
更

生

運
動

‘
 

だ
が
、
こ
れ
も
停
濡
で
は
な

く
確
か
に
一
歩
と
迄
に
は
行
か
 
 

代
に
ふ
さ
わ
し
い
活
発
な
生
産

都
市
の
性
格
に
切
り
替
え
ら
れ

れ
ば
、
労
働
予
傭
軍
的
存
在
が

な
く
な
る
訳
だ
か
ら
問
題
は
な

い
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
ま
・

の
私
共
の
郷
ゴ
と
し
て
我
等
の

経
済
生
活
は
ポ
ー
ダ
ー
●
イ
ン
 

（
貧
乏
線
）
 
と
そ
れ
以
下
の
処

で
生
活
し
て
居
る
人

4
を
ど
う

し
て
な
く
す
る
か
と
い
う
努
力

が
郷
土
に
住
む
凡
て
の
人
●
に

よ
つ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
 

困
 

．●・
 カ

 

さ
 
れ
 
る
 

な
い
て
も
そ
の
何
分
の
ー
か
の

前
進
に
は
間
違
い
が
な
く
而
も

そ
れ
が
年

A
出
さ
れ
る
事
に
な

れ
ば
、
焦
げ
つ
か
な
い
限
り
百

年
后
に
は
ニ
億
円
、
二
百
年
す

れ
ば
四
億
と
な
る
か
ら
、
八
千

家
族
五
万
円
宛
と
い
う
計
算
に

は
合
致
し
て
も
、
さ
て
世
の
中

と
い
う
も
の
は
適
去
三
千
年
の

歴
史
か
ら
見
た
文
化
進
展
の
状

態
と
二
百
年
の
将
来
と
は
断
然

テ
ン
ポ
が
違
う
の
で
、
蒸
気
機

関
の
出
現
に
依
る
産
業
革
命
か
 
 

。
年
の
将
来
の
見
透
し
も
至
難

と
す
る
時
代
で
は
、
少

A
時
代

離
れ
の
し
た
感
な
き
に
し
も
あ

ら
ず
で
あ
る
が
、
人
口
増
加
の

面
か
ら
見
て
も
人
聞
生
活
の
変

化
と
社
喰
状
態
の
推
移
か
ら
見

て
少
く
と
も
現
代
に
於
て
は
百
 

い
方
寿
が
更
生
し
て
立
派
に
納

税
の
製
務
を
負
担
し
て
社
金
に

活
歩
す
る
こ
と
が
出
来
る
様
、
 

又
そ
の
人
《
が
誇
り
を
持
つ
生

活
を
打
ち
立
て
得
る
様
に
御
協

力
を
願
つ
て
止
み
ま
せ
ん
。
 

更
生
資
金
に
つ
い
て
は
、
去

る
十
三
、
四
の
両
日
協
議
会
が

あ
り
ま
し
て
、
五
所
川
原
地
区

で
は
、
二
O
万
円
位
割
当
て
の

了
解
を
得
ま
し
た
の
で
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